
 

 

 

 

心が通いあう『最光』の修学旅行に至るまで 

3 学年総務 北山 友久 

 

3 年間でたった 1 度の宿泊行事となった修学旅行。これまでの 2 年間、学年行事を計画しては中

止になってきた 74 回生の生徒たちの心には、『絶対にこの修学旅行を成功させよう』という気持ち

でいっぱいでした。それは事前学習や班別活動の計画に取り組む生徒たちの表情や態度から感じら

れていました。 

 そして、74 回生の保護者のみなさまの温かい後押しも力になりました。修学旅行に関する同意書

で保護者の方々の意思を確認したところ、回答いただいたすべてのご家庭から実施の同意をいただ

き、ますます修学旅行を成功させたいという意志が強くなりました。 

 この 74 回生の修学旅行が実施されるまでには、いくつもの障害があり、それらを 1 つ 1 つクリ

アしながら実施計画を練ることが最優先の課題でした。新型コロナウイルス感染症の状況、プログ

ラムの実施方法、生徒たちの安全管理や救急対応、当日の現地の天気など、考えればきりがありま

せんでした。職員で何度も打ち合わせを行い、生徒たちの安全を確保しながらも楽しめる方法を計

画していきました。 

出発直前に中止という苦い経験も、この 2 年間にはありました。そのため、出発直前の土日も安

心はできないと、祈るような気持ちでいました。 

そして当日。大きなトラブルもなく、予定通り出発をすることができました。当日の雨も予想し

ていましたが、不思議とバスの移動を終えるころには雨が止み、ほぼすべての行程を実施すること

ができました。まるで、これまでの 74 回生の頑張りが認められ、74 回生の修学旅行の成功を後押

ししているようでした。 

生徒たちも慣れない校外での活動にも関わらず、一つ一つのプログラムを大いに楽しみ、真剣に

学び、素晴らしい経験を積み重ねていました。まさに 74 回生が心を通いあわせ、スローガン通り

『最光』の修学旅行にすることができました。 

74 回生は、これまでできなかったことが多い学年でしたが、それらを取り返して余りある修学旅

行になりました。この修学旅行を実施することができ、生徒たちがここまで頑張ることができたの

は、この修学旅行に関わったすべての人の心が通いあったからだと思います。この修学旅行にご協

力してくださったすべての方々に感謝を申し上げます。 
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「雨降って地を固め、絆を深める 75回生！」 

2学年総務 大城 英之 

 

 5月 30日、念願の野外活動へと出発することができました。昨年度、コロナのために延期を余儀

なくされていただけに、野外活動への思いはひとしおでした。この日に向けて「感心（感じる心）」

を磨いてきました。そして遂に「感動（感じて動く）」のときがやってきました。当日の朝の遅刻者

はゼロ、野外活動へ行くことができる喜びと感謝を感じました。心配なのはお天気だけでしたが「75

回生の元気で雨雲を蹴散し、晴れさせてやるぞ！」と気合を入れて向かいました。しかし、その思

いとは裏腹に神鍋にはどんよりした雲が近づいていました。屋根のある施設で昼食を済ませ、オリ

エンテーリングへと出発しましたが、山の天気は変わりやすく、見事な土砂降りとなりました。子

どもたちは「魚つかみで濡れるのも、雨で濡れるのも一緒や！」と元気いっぱいに活動していまし

た。途中、道に迷ったり、雨に気持ちが沈んだりもしたようですが、チェックポイントの教師に会

うと満面の笑顔を見せてくれました。雨が降り続いたため早めに切り上げ、宿に着いた班から入浴

することになりました。子どもたちも臨機応変に対応し、スムーズに入浴を済ませることができま

した。雨に濡れて冷えていた分、あたたかいお風呂は最高に気持ちよかったそうです。お風呂から

上がると「雨も降ったし、しんどかったけど、楽しかった！」や「雨の中やったから、みんなと仲

良くなれた！」と雨天でのプログラムへの不平や不満は一切出さず、反対にこの悪条件をも楽しむ

ことに変える言葉が飛び交っていました。その後は雨天のためキャンプファイヤーをキャンドルサ

ービスに変更しました。体育館で実行委員や有志を中心にスタンツを楽しみ、学年が一体となって

楽しむことができました。最後に学年全員で歌った「ありがとう」の合唱は本当に美しく思いのこ

もった感動の歌になりました。 

二日目は藍染め体験を行い「世界に一つだけの藍染めハンカチ」を作成しました。一人ひとり個

性や独創性のあふれる作品ができました。最後の室内オリンピックでは 75 回生のエネルギーが爆

発するような盛り上がりでクラス一丸となることができました。 

雨に打たれたり、道に迷ったり、予定が変更するなど、さまざまなトラブルもありましたが、学

年の目標である「I’m Enjoying！」の通り、一人ひとりの小さな楽しいを学年全体の大きな楽し

いに変える活動になりました。子どもたちの気持ちの中には、こうして活動できることへの感謝が

いつもあふれていました。何事にも素直で元気、そして前向きな 75 回生にとって、今回の雨もみ

んなで楽しむための舞台になったようです。「雨降って地を固め、絆を深める 75回生！」これから

もさまざまな経験を通して成長していきます。【三感四温（感心・感動・感謝）】 

 

 

 

 

 

 



 

「最光の思い出」 ３年男子 

 ぼくは、修学旅行を終えて色々な物を得るこ

とができました。野外活動が中止になり、宿泊

行事は、修学旅行が初めてでした。色々不安な

こともあったけど修学旅行に行けてよかった

と思います。 

 一番思い出に残ったのは、ラフティングです。

最初は、けがするかもだからいやだなと思って

いたけどやってみたら楽しかったです。ガイド

さんが面白い人でボートの上で色々な事をし

て遊びました。一生の記憶に残る良い思い出に

なりました。 

 こんぴらさん、倉敷美観地区、二つのプログ

ラムが班別活動で今までの積み上げていった

物があるから班別活動があるのだなと思いま

した。班別活動で何を学ぶのかを考えながら行

動しました、時間にゆとりを持ち行動ができま

した。 

 もし、つらいことがあったとしてもみんなと

の写真や、思い出を振り返ったら頑張れる気が

します。 

 最光の修学旅行ができたのは、影で支えてく

れていた、先生や親のおかげでできたのだなと

思いました、修学旅行で学んだことを今後の生

活に生かせるようになります。 

 「最光の修学旅行」になりました。 

 

『気まぐれニュース』 ２年女子 

 こんにちは、気まぐれニュースのお時間とな

りました。実況は私〇〇がお送りいたします。

今回のテーマは「野外活動」です。まずはお天

気についてお話いたします。一日目が雨で二日

目は晴れでした。次はプログラムのオリエンテ

ーリングについてお話いたします。簡単に言え

ば、三時間チェックポイントめがけて歩き回る

ことをします。散歩の次元を超えるものでした。

その時の感想を簡単に書いたものがあるので

読み上げます。「雨で靴がびしょびしょになっ

たけど楽しかった。」と書かれています。青春し

ていますよね。ここで追加ニュースです。どう

やら写真コンテストというイベントも同時進

行されていたようです。どんな写真が審査に出

されるのでしょうか、楽しみです。さて、次の

ニュースです。キャンプファイヤーをする予定

だったみたいですが、キャンドルサービスにな

った様子です。その時の感想を番組スタッフが

入手しましたので読み上げます。「また今年も

雨なのか、雨に好かれている学年なのか、雨は

好きだからいいけど。」と何かすごくツンデレ

な感想でしたね。気を取り直して宿舎の部屋に

突撃してみましょう。ただいま恋バナの真っ最

中みたいです。ここから先は放送禁止なのでお

送りできません。みなさんのご想像にお任せい

たします。 

次は藍染め体験についてです。世界で一つの

オリジナルハンカチが作られるみたいです。こ

ちらは私も体験してみました。まるで束縛が強

そうなくらい輪ゴムで締め付けてやりました。

性格が出ますね。 

さて、そろそろ私が疲れてきたのでお開きに

しようと考えています。最初に言ったように気

まぐれなので、全ては私の気分です。最後はこ

の言葉で締めましょう。「野外活動最高！」

 

 

 

 

 



【女子ソフトテニス部】 
３年個人の部  準優勝、第５位 
２年個人の部  準優勝  

【剣道部】 
女子団体 優 勝 
男子個人 第３位 ３年男子 

【卓球部】 

  男子個人 優 勝 ３年男子 

  男子個人 準優勝 ３年男子 
男子個人 第５位 ３年男子、２年男子 

  

【男子バスケットボール部】 

  準優勝 
  優秀選手賞 ３年男子、２年男子 
【女子バレーボール部】 
  優 勝 
【拠点校水泳】 
  女子バタフライ 100ｍ 優 勝 ３年女子 
  女子バタフライ 200ｍ 優 勝 ３年女子 
  男子自由形  100ｍ 優 勝 １年男子 
  男子自由形  200ｍ 準優勝 １年男子 


